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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成
30
年
の
新
春
を

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
７
月
９
日
の
町
長

選
挙
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様
を

は
じ
め
各
方
面
の
力
強
い
ご
支
援

を
賜
り
、
町
政
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
選
挙
を

通
じ
て
、
住
民
本
位
の
政
治
を
基

本
に
据
え
た
「
誠
実
で
責
任
あ
る

行
政
」「
正
確
で
結
果
を
出
す
町

政
」
を
信
条
に
、
私
利
私
欲
を
捨

て
、
公
平
・
公
正
な
町
政
運
営
と
、

活
気
あ
る
西
会
津
町
を
取
り
戻
す

た
め
本
気
で
汗
を
流
す
こ
と
を
訴

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
は
、

そ
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
最
も
重
要

な
年
で
あ
り
ま
す
。
重
大
な
決
意

の
下
、
町
民
の
皆
様
に
公
約
し
て

ま
い
り
ま
し
た
政
策
を
一
つ
一
つ

着
実
に
実
行
し
て
い
く
覚
悟
で
あ

り
ま
す
。

　

今
、
本
町
の
最
大
の
課
題
は
、

何
と
い
っ
て
も
人
口
減
少
問
題
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
内
向
き
の

町
政
運
営
を
外
向
き
に
転
換
し
、

将
来
に
向
か
っ
て
夢
と
希
望
が
持

て
、
ま
た
、
実
現
で
き
る
、
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
が
私
に
課
さ
れ
た
最
大
の
責
務

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
国
、
県
と
の
パ
イ

プ
を
最
大
限
に
生
か
す
と
と
も
に
、

西
会
津
町
の
応
援
隊
を
拡
充
し
、

次
の
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
次
世
代
を
担
う
人
材
の

　

育
成
と
確
保

　

持
続
的
に
発
展
す
る
西
会
津
町

を
創
る
に
は
、
教
育
に
よ
る
人
づ

く
り
が
重
要
で
あ
り
、
子
育
て
支

援
の
拡
充
を
図
る
た
め
の
保
育
料

無
償
化
な
ど
の
各
種
施
策
を
未
来

へ
の
投
資
と
し
て
展
開
し
て
い
き

ま
す
。

②
若
者
の
夢
を
実
現
で
き
る

　

仕
組
み
づ
く
り

　

若
い
世
代
の
定
住
や
移
住
を
促

進
す
る
た
め
、
既
存
企
業
へ
の
支

援
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
新

た
な
産
業
の
創
出
や
起
業
を
支
援

す
る
基
金
を
創
設
し
、
夢
が
実
現

で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、
空
き
家
を
町
の
資
源
と
し

て
最
大
限
に
活
用
し
た
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

③
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

老
後
の
た
め
に

　

超
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
生
活

環
境
や
住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す

る
中
、
老
後
の
福
祉
問
題
の
解
決

が
高
齢
者
の
切
実
な
願
い
で
あ
り

ま
す
。
特
に
、
国
民
年
金
で
生
活

さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
利
用
で
き
る
福
祉
施
設

の
整
備
が
急
務
で
あ
り
ま
す
の
で
、

現
在
策
定
中
の
第
７
期
の
介
護
保

険
事
業
計
画
の
中
で
実
現
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
幹
線
道
路
に
定
期
バ
ス
を

運
行
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
足

の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
農
林
業
と
商
工
観
光
の
振
興

　

本
町
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ

り
ま
す
。
米
や
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
、

菌
床
キ
ノ
コ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
の
整
備
や
集
落
営
農
な
ど

の
普
及
に
努
め
、
農
業
を
守
り
育

て
て
い
き
ま
す
。
商
工
観
光
に
つ

い
て
は
、
町
の
歴
史
や
文
化
な

ど
、
町
の
資
源
を
最
大
限
に
生
か

し
、
人
を
呼
び
込
め
る
観
光
地
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ま
ち
づ
く
り

　

現
在
の
情
報
通
信
環
境
を
さ
ら

に
先
進
的
に
整
備
し
、
新
た
な
産

業
と
雇
用
の
創
出
に
よ
る
人
口
流

入
を
目
指
し
ま
す
。

　

以
上
が
年
頭
に
当
た
っ
て
の
町

政
運
営
の
一
端
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
を
実
現
し
推
進
す
る
こ
と

は
、
私
一
人
で
成
し
得
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

実
現
で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

職
員
と
一
丸
と
な
り
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
心
に
残

る
豊
か
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

西会津町長　 薄　　友　喜西会津町議会議長　武 藤 道 廣
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明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り

町
議
会
に
対
し
ま
し
て
多
大
な
る

ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
議
会
の
機
能
充
実
・
強
化
】

　

昨
年
は
、
積
極
的
な
議
会
活
動

の
推
進
や
、
開
か
れ
た
議
会
の
構

築
、
議
員
定
数
の
検
討
な
ど
、
議

会
の
活
性
化
と
改
革
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
地
方
分
権
が
進
む

昨
今
、
自
治
体
の
役
割
や
責
任
は

大
き
く
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
議

会
も
監
視
機
能
の
強
化
は
も
と
よ

り
、
第
三
の
機
能
で
あ
る
政
策
提

言
の
充
実
・
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
は
、
昨
年
12
月
に

政
策
提
言
調
査
特
別
員
会
を
設
置

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
研
修
会
を

継
続
的
に
実
施
し
、
議
会
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
計
画
で

あ
り
ま
す
。

【
町
民
の
代
表
と
し
て
】

　

さ
て
、
町
は
、
人
口
減
少
問
題

や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
課
題
に
対
す
る
施
策
を
鋭

意
進
め
て
い
ま
す
。

　

町
議
会
は
、
そ
れ
ら
の
施
策
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
関
と
し
て
の
責

務
を
果
た
す
た
め
、
議
論
を
重
ね

速
や
か
に
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
こ
れ
ま
で
５
年
間
で
９
回
、

73
会
場
で
「
町
民
と
議
会
と
の
懇

談
会
」
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
私
ど
も
議
会
は
、
今
後
も
自

ら
町
民
の
皆
様
の
声
を
聴
き
、「
安

心
し
て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

た
め
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
議
会

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
町
政

に
反
映
さ
せ
、
皆
様
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
、
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
明
る
い
未
来
に
向
け
】

　

本
年
は
「
戌
年
」
で
す
。
干
支

の
特
徴
は
、「
勤
勉
で
努
力
家
」

と
あ
り
ま
す
。
勤
勉
と
努
力
が
素

晴
ら
し
い
成
果
を
生
み
出
す
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
時
代
の
潮
流

と
と
も
に
斬
新
な
発
想
を
必
要
と

し
て
お
り
、
旧
来
の
ま
ち
づ
く
り

で
は
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
な
ど
、
本
町
に
お
け

る
多
く
の
課
題
に
対
し
、
正
面
か

ら
向
き
合
い
、
研
修
を
重
ね
、
町

へ
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ワ・

ン・

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
に
は
、
町
民
の
皆

様
の
積
極
的
な
議
会
活
動
へ
の
参

加
を
賜
り
、
生
の
声
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
き
、
共
に
明
る
い
未
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

私
ど
も
議
会
は
、
こ
の
新
し
い

年
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
様
と
議

会
、
町
と
議
会
の
絆
を
し
っ
か
り

と
つ
な
げ
な
が
ら
、
西
会
津
町
を

誇
り
と
し
、「
西
会
津
町
に
住
ん

で
い
て
良
か
っ
た
」
と
真
に
喜
び

を
実
感
で
き
る
よ
う
な
、
魅
力
あ

る
町
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
今

後
も
継
続
し
て
努
力
し
、
町
民
の

皆
様
の
負
託
に
応
え
る
よ
う
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
議
会
に
対
し
、
特
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

慶
春



浩介さん　昨年、息子が仙台に就職しました。仙台は

夫婦ともに好きな街なので、息子の就職に安堵すると

同時に、遊びに行く楽しみが増え、うれしく思ってい

ます。また、趣味の釣りではマトウダイを初めて釣り

上げました。今年もまた釣ったことのない魚に出会え

ることを楽しみにしています。木工も好きなので、こ

の先、晴耕雨読ならぬ「晴釣
・

雨木
・

」の日々を送れたら

いいなぁと思っています。

朋子さん　手芸や工芸など、クラフトが好きなので、

今年はさまざまな地域のクラフト展を巡ってみたいと

思っています。また、これまでたくさんのセーターや、

ヒロロ細工のかばんなどを作りましたが、今年は山ブ

ドウのつるでかばんを編んでみたいですね。

笠間  朋
とも

子
こ

さん　浩
こう

介
すけ

さん
昭和 33年生まれ　３町内

茂春さん　昨年は家族みんなが健康に過ごせたので、

比較的良い年だったと思います。今年も健康に留意し

ながら、家庭円満に過ごし、できれば妻と一緒にたく

さん旅行に行きたいですね。

　そして、12 年後にまた孫と一緒にここに出られる

よう、元気に生活していきたいと思います。

孝志さん　昨年は沖縄交流に参加して、きれいな海で

泳いだり、釣りをしたりと、楽しかった思い出が残っ

ています。

　今年は中学生になるので、部活を頑張りたいと思っ

ています。サッカー部に入部してたくさん練習し、ブ

ラジル代表のマルセロのような良い選手になれるよう

頑張っていきます。

佐藤  茂
しげ

春
はる

さん　水野  孝
たか

志
し

さん
昭和 21年生まれ、平成 18年生まれ　森野

真弥さん　昨年は、一昨年に生まれた一番下の娘が風

邪やＲＳウィルスなどで体調を崩すことが多く、手が

かかりっぱなしでした。家族の助けがなければやって

これなかったと思います。今年は、そうした家族への

感謝の気持ちを忘れずに、仕事を頑張りながら、家族

との時間を大切にしたいと思っています。できれば家

族旅行にも行きたいですね。

美空さん　今年は勉強を頑張りたいと思っています。

苦手なことから逃げず、特に国語の漢字を頑張りたい

です。また、中学生になったらバレーボール部に入り

たいので、お母さんに教えてもらいながら、バレーボー

ルも頑張りたいです。 橋本  美
み

空
く

さん　真
ま

弥
や

さん
平成 18年生まれ、昭和 57年生まれ　上野尻

　月並みではありますが、今年も家族みんなが健康で

元気に過ごすことができれば、それが一番だと思いま

す。また、昨年は体調を崩して新潟シティマラソンに

参加できなかったので、今年は参加したいなと考えて

います。山登りの体力づくりにと始めたマラソンです

が、いつの間にか走ることにも夢中になってしまい、

会津若松市や福島市、猪苗代町などで開催される大会

にも参加するようになりました。たくさんのランナー

が一斉に駆け出すまでのあの雰囲気がいいですね。自

分より年配の人が自分より速く走っているのを見ると

励みになります。

　今年も健康を維持して元気に山に登りつつ、走るこ

とも楽しみたいですね。

仲川  忠
ただし

さん
昭和 33年生まれ　平明

　昨年は一番下の娘が中学生になり、バレーボール部

に入りました。夜間や休日に部活動の送迎などもあり、

小学校のころとは違う体験ができました。自分が好き

で選んだ部活動なので、最後まで諦めずに頑張ってほ

しいと思います。

　今年は、還暦を迎えるとともに結婚 25周年の銀婚

を迎える、ひとつの節目の年です。あらためて健康に

留意し、好きなお酒も少し控え、家族仲良く過ごせれ

ばいいなと考えています。

　また、農業も行っているので、おいしい米やソバを

作りたいと思っています。特にソバは、香りの強いも

のを打ってみたいので、新しい品種も視野に入れてみ

ようかと考えを巡らせています。

矢部  幸
ゆき

彦
ひこ

さん
昭和 33年生まれ　宮野

新年の新年の
　抱負　抱負

新春特集　年男・年女インタビュー

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
の
目
標
は
も
う
決
め

ま
し
た
か
？

今
月
号
で
は
、
恒
例
の
新
春
特
集
と
し
て
、
今
年
の
干

支
で
あ
る
「
戌
年
生
ま
れ
」
の
皆
さ
ん
に
新
年
の
抱
負
や

夢
を
伺
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
目
標
を
す
で
に
決
め
て
い
る
人
に
と
っ
て
も
、

こ
れ
か
ら
考
え
る
人
に
と
っ
て

も
、
新
た
な
一
年
が
輝
か

し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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薄上幸一さんと長谷川恵一さんが町長室を訪問

秋の叙勲   薄町長に受章を報告
　平成 29 年秋の叙勲が発令され、元町選挙管理委員

会委員長として公正・公平な選挙運営に尽くした薄上

幸一さんが旭日単光章を、元町消防団第２分団長とし

て町民の生命と安全・安心の確保に尽くした長谷川

恵一さんが瑞宝単光章を受章しました。２人は 11 月

24 日に町役場を訪れ、薄町長に受章を報告しました。

写真＝左から長谷川さん、薄上さん、薄町長

西中でアントレプレナーシップ・スクール

アイデアづくりを学ぶ
　12 月７日、西会津中の第２学年を

対象にアントレプレナーシップ・ス

クールが開かれました。今回のテーマ

は「ミネラル野菜を生かした新たな商

品開発」で、２年生の皆さんが９つの

グループに分かれてさまざまなアイデ

アを出し合いました。グループごとに

アイデアを磨き上げていくと、野菜嫌

いの人に食べてほしい「ミネラル野菜

のふりかけ」や、ミネラル野菜×イタ

リアンで定番料理をつくる「ミネタリ

アン」、畑がなくてもミネラル野菜が

栽培できる「ミネラル土壌キット」な

どの斬新な商品のアイデアが生まれま

した。今回は１日で行われたアントレ

プレナーシップ・スクールですが、３

学年時には２日間をかけ、よりじっく

りとアイデアの出し方を学びます。

須藤諒さんに会津地方振興局長賞

「税についての作文」で表彰
　平成 29 年度中学生の「税についての作文」で西会

津中３年の須藤諒さんが会津地方振興局長賞を受賞

し、11 月 28 日、中学校校長室で表彰が行われました。

　戸田光昭会津地方振興局長から表彰状を受け取った

須藤さんは、「作文を通して身近にいろいろな税があ

ることをあらためて知りました」と、はにかみながら

受賞の喜びをかみしめていました。

語り部による民話を楽しむ

第６回西会津民話まつり開催
　第６回西会津民話まつりが 11 月 23 日に町公民館

で開かれました。当日は、西会津語りの会の皆さん

や、こども語り部
べ

の皆さんがさまざまな昔語りを披露

したほか、特別ゲストとして奥会津伝統民話語り部
べ

の

重鎮・五十嵐七重さん（三島町）による昔語りも行わ

れ、訪れた皆さんは、どこか懐かしい方言まじりの民

話を楽しんでいました。

こども園で初めての「はっぴょうかい」

練習の成果を元気に披露
　こゆりこども園で初めての「はっ

ぴょうかい」が 11 月 25 日に開かれ、

園児の皆さんが元気いっぱいに歌や踊

り、創作劇などを発表しました。

　最初の発表はひまわり組男児による

「わんぱく風太鼓」で、勇ましい和太

鼓演奏を披露し「はっぴょうかい」の

開幕を盛り上げました。

　続いてちゅうりっぷ組による歌「ぽ

かぽかてくてく」や、ゆり組女児によ

る遊戯「ＰＡＮ－ＰＡＫＡ－ＰＡＮ」、

たんぽぽ組によるうた遊び「手遊びメ

ドレー・おもちゃのチャチャチャ」な

どが発表され、一生懸命練習の成果を

披露する園児たちの姿に、訪れた皆さ

んは惜しみない拍手を送りました。

健康講演会に２００人を超える来場

健康寿命の延伸に向け講演会
　健康寿命の延伸に向けた講演会「健康講演会」が

12 月９日に開かれ、２００人を超える人が会場に詰

め掛けました。講演は、近畿大学医学部長の伊木雅

之先生による「いくつになっても元気で介護知らず」

と、女子栄養大学栄養学部准教授の西村早苗先生によ

る「カラダがよろこぶ食生活」の２本立てで、訪れた

皆さんは興味深く聞き入っていました。
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第４分団・新村班と第５分団・飯沢班に配備

消防小型動力ポンプを引き渡し
　12 月４日、消防小型動力ポンプ引き渡し式が行わ

れ、薄町長から伊藤正市町消防団長に小型動力ポンプ

の管そうが手渡されました。伊藤団長は「今後大切に

活用し、併せて予防消防に努めていきます」と謝意を

述べました。今回引き渡された小型動力ポンプは、第

４分団第１部・新村班と、第５分団第５部・飯沢班に

配備されます。

人権作文コンテストに関する熱心な取り組みが評価

人権作文コンテスト  西中に感謝状
　12 月７日、鈴木健福島地方法務局若松支局長と町

の人権擁護委員である長谷川孝志さん、嶋田純子さん

が西会津中学校を訪れ、五十嵐正彦校長に法務省人権

擁護局長および全国人権擁護委員連合会長からの感謝

状を伝達しました。五十嵐校長は、「中学生という多

感な時期に人権感覚を育むことは大事。今後もしっか

りと取り組んでいきたい」と決意を新たにしました。

とどけよう  みんなの心に  笑顔の花束を

西小わくわくフェスティバル
　11 月 18 日、西小わくわくフェスティバルが「と

どけよう  みんなの心に  笑顔の花束を」をスローガ

ンに開催され、大勢の来場者でにぎわいました。

　当日は、音楽発表や劇、学習発表、総合発表などの

ステージ発表を児童の皆さんが堂々と披露したほか、

最後には恒例の全校合唱が行われ、「音楽のおくりも

の」を児童全員で歌い上げました。

街道に関する発表と特別講演

越後（会津）街道サミット開催
　今年で３回目となる越後（会津）街道サミットが西

会津中学校多目的ホールで開かれ、今回も町内外から

大勢の街道ファンが会場に詰め掛けました。

　当日は、町観光ガイドの樽井清市さんや白井守さん

などによる街道に関する発表が行われたほか、須賀川

市文化振興課の市川一秋さんが「越後街道と白河街

道」と題し、特別講演を行いました。

第 26 回西会津町少年の主張大会

日頃の思いを堂々と発表
　12 月２日、町公民館で第 26 回少年の主張大会が

開催され、小学生から高校生まで、10 人の児童・生

徒の皆さんが、大勢の来場者の前で堂々と日頃の思い

を発表しました。平和の大切さや町の魅力発信、伝統

文化の継承、家族や自然について考えていることな

ど、さまざまな思いが自分たちの言葉で語られ、会場

に集まった皆さんは熱心に聞き入っていました。

駐車場の改良舗装工事が完了

道の駅グランドオープン
　道の駅にしあいづの改良舗装工事が

完了し、11 月 17 日に「道の駅にし

あいづグランドオープン記念式典」が

行われました。

　当日は、式典に先立ち、オープニン

グアトラクションとして大山さゆり太

鼓の皆さんが勇ましい太鼓演奏を披露

し、来場者を楽しませました。

　式典では、薄町長が「より一層皆さ

んに親しまれる道の駅となるよう職員

一丸となって取り組んでいきます」と

あいさつしたあと、武藤道廣町議会議

長、瓜生信一郎県議会議員、大村敦郡

山国道事務所長が祝辞を述べ、式典の

最後には来賓の皆さんによるテープ

カットを行い、道の駅の新たな門出を

祝いました。

町除雪事業臨時技能員辞令交付式・出動式

本年度の除雪作業がスタート
　12 月５日、町除雪センターで町除雪事業臨時技能

員辞令交付式・出動式が行われました。

　式では、22 人の技能員を代表して野沢ステーショ

ン・チーフの鈴木暁さんが薄町長から辞令を受け取

り、「万全な体制で除雪作業に取り組んでいきます」

と決意表明しました。技能員の皆さんは、これから３

月ごろまで町道などの除雪作業にあたります。
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

▲ 自治区長 15 年勤続の感謝状を受
け取る武藤新一さん

▲ 納税貯蓄組合長 20 年勤続の感謝
状を受け取る土田英人さん

■自治功労者表彰

特別功労表彰

（産業、経済の振興発展に貢献）

　　　　　　　　　　野沢民芸品製作企業組合

　　　　　　　　　　代表理事

　　　　　　　　　　　　　伊　藤　　　豊

　野沢民芸品製作企業組合代表理事として

55 年余の長きにわたり伝統工芸品である会

津張り子の保護・技術の継承に努め、産業と

しての民芸品製作に尽力するとともに、地域

の継続的な雇用を創出するなど、地域経済の

振興に大きく貢献。干支張り子「首振り招福

卯」が平成 23 年の年賀切手のデザインに採

用されるなど、メディアに取り上げられる製

品も多く、本町のＰＲにおける功績も多大。

代表理事在職期間

　昭和 37 年 10 月８日～現在

功労表彰（町政の向上発展に貢献）

　前原町財産区議会議長　故橋谷田　申　壬

功労表彰（ 町民の模範となる善行及び行為）

　おとめゆり保護監視員　故長谷川　謙　𠮷

■感謝状贈呈

自治区長永年勤続者　15年勤続

　芹沼自治区長　　　　　　武　藤　新　一

自治区長永年勤続者　10年勤続

　西林東自治区長　　　　　土　岐　　　充

自治区長永年勤続者　 5年勤続

　前森野自治区長　　　　　新　田　博　美

　八重窪自治区長　　　　　武　藤　武　次

特別功労表彰

（町政の向上発展に貢献）

　　　　　　　　　　元西会津町消防団

　　　　　　　　　　第一分団長

　　　　　　　　　　　　　五十嵐　幸　一

　町消防団員として 35 年２月の長きにわた

り消防人として活躍。平成６年７月からは

第一分団長を務め、団員の指導に励むととも

に、施設設備の強化拡充や、近代的な消防技

術の向上に尽力し、組織強化に貢献。

　また、平成 28 年秋の叙勲では瑞宝単光章

を受章。

消防団在職期間［35 年２月］

　昭和 36 年４月 16 日～平成８年６月 30 日

分団長を務めた期間［２年］

　平成６年７月１日～平成８年６月 30 日

平成 29 年度　表彰者・感謝状受賞者［敬称略］

　

式
で
は
、
ま
ず
薄
町
長
が
「
長

年
に
わ
た
る
ご
功
績
と
ご
労
苦
に

衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
町
は
今
、
将
来
を
見

据
え
た
町
の
創
生
に
向
け
、
大

変
重
要
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
同
じ
目
線

に
立
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
活
気
あ
る
ふ

る
さ
と
・
西
会
津
町
を
取
り
戻
す

た
め
、
誠
心
誠
意
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
、
そ
の
後
、
青
木
照
夫
町
議
会

副
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
表
彰
で
は
、

出
席
し
た
受
賞
者
の
皆
さ
ん
に
薄

町
長
が
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
り

そ
の
功
績
を
た
た
え
、
式
の
最
後

に
は
、
特
別
功
労
表
彰
を
受
賞
し

た
伊
藤
豊
さ
ん
が
「
支
え
て
く
れ

た
皆
さ
ん
と
関
係
各
位
に
感
謝
し

ま
す
」
と
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
第
２
部
の
講

演
が
開
か
れ
、「
み
ん
な
が
幸
せ

に
な
る
『
移
住
』」
と
題
し
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
移
住
相
談
員
の
大
宮
美
咲
さ

ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
町

　

町
で
は
、
本
年
度
の
自
治
功
労
者
表
彰
式
・
自
治
区
長
大
会
・
納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
を
11
月
21
日
に

町
公
民
館
で
挙
行
し
、
長
年
に
わ
た
り
町
政
の
向
上
発
展
な
ど
に
尽
く
さ
れ
た
14
人
の
皆
さ
ん
に
薄
町
長

が
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
り
そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

自
治
功
労
者
表
彰
式
・
自
治
区
長
大
会
・
納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会

長
年
に
わ
た
る
功
績
を
た
た
え
表
彰

へ
の
移
住
者
５
人
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

移
住
し
た
経
緯
や
き
っ
か
け
、

そ
の
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
ま

た
、
こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
移
住
者

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
っ
た
話
が
移
住
者
な
ら
で
は
の

視
点
で
語
ら
れ
、
聴
講
し
た
皆
さ

ん
は
興
味
深
く
聞
き
入
っ
て
い
ま

し
た
。

善行表彰（町政の向上発展に貢献）

　柴　崎　　　　　　　　　髙　橋　　　至

▲第２部のトークセッションの様子
▲ コーディネーターを務め
た大宮さん

▲ 式典に出席した表彰者・感謝状受賞者の皆さん

納税貯蓄組合長永年勤続者　20年勤続

　上野尻五の三納税貯蓄組合長　土　田　英　人

　下野尻第六納税貯蓄組合長　新　田　由美子

納税貯蓄組合長永年勤続者　15年勤続

　黒沢第二納税貯蓄組合長　渡　部　謙一郎

　下野尻第七納税貯蓄組合長　菊　地　久美子

納税貯蓄組合長永年勤続者　10年勤続

　大畑納税貯蓄組合長　　　二　瓶　忠　雄
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町からのお知らせ ニュース＆ 町からのお知らせ ニュース＆

　町では、家庭での安全な除排雪の方法や、除排雪のルール

とマナー、また、町や関係団体が実施している冬期間の福祉

サービス事業など、冬の生活に必要な情報をまとめた「にし

あいづ冬の暮らしガイド」を作成し、全世帯に配布しました。

　このガイドブックは、雪対策推進委員会で出された意見を

踏まえ、役場の庁内検討組織である雪対策部会が中心となり

編集作業を進めてきたもので、除雪時の注意事項や、冬の生

活における注意点などを、イラスト付きで分かりやすく掲載

しています。ぜひご活用ください。

　町では、自力での除雪が困難で、家族や集落からの支援も

難しい高齢者世帯などを支援するため、今冬も雪処理支援隊

を設置しました。12 月６日の雪処理支援隊辞令交付式では、

薄町長が隊員に辞令書を手渡し、「安心して町で暮らせる冬

の環境づくりにご協力をお願いします」とあいさつしました。

雪処理支援隊は、今年の３月末まで対象者宅を見守りながら、

除排雪の支援を行います。

写真＝左から矢部𠀋夫さん、渡部良次さん、平野眞さん、齋藤
英行さん、渡部秀満さん、五十嵐勝彦さん

　野沢・西平の如
にょほうじ

法寺が所有する「木
もくぞうしょうかんのんぼさつざぞう

造聖観音菩薩坐像」は

14 世紀の南北朝時代に製作されたものと考えられ、保存状

態も良く、大変貴重なものであるため、町教育委員会では、

町文化財保護条例に基づき、平成 29 年 11 月 16 日付けで

町指定重要文化財に指定しました。

　一方で、昭和 47 年に町指定天然記念物に指定した「糠
ぬか

塚
づか

山
やま

の楊
ようきひざくら

貴妃桜」については、現況調査の結果、主幹が２つに

折れ、枯死寸前であり、再生が困難なことから、同日付けで

指定解除となりました。▲如法寺の木造聖観音菩薩坐像

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

喜
多
方
地
方
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定 

―
―

　

本
年
６
月
に
本
町
と
喜
多
方
市
、

北
塩
原
村
と
喜
多
方
市
と
の
間
で

締
結
し
た
「
喜
多
方
地
方
定
住
自

立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
」
に

基
づ
き
、
３
市
町
村
の
関
係
団
体

や
住
民
な
ど
の
参
画
に
よ
り
策
定

作
業
を
進
め
て
き
た
「
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
意
見
公
募

な
ど
の
手
続
き
を
経
て
11
月
27
日

　

12
月
８
日
か
ら
14
日
ま
で
を
会

期
に
開
か
れ
た
平
成
29
年
第
７
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
や
平
成
29
年
度
補
正
予
算

な
ど
、
町
政
が
当
面
す
る
重
要
な

議
案
19
件
お
よ
び
報
告
１
件
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
の
主
要
事
項
報
告
の
内
容

お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の

通
り
で
す
。

 

議
案
19
件
、
報
告
１
件
を
審
議

12
月
町
議
会
定
例
会
報
告

家庭での安全な除排雪の方法や、除排雪のルールとマナーを紹介

ご活用ください  にしあいづ冬の暮らしガイド

自力での除雪が困難な高齢者世帯などを支援

今冬も雪処理支援隊を設置しました

如法寺が所有する14世紀・南北朝時代の作と考えられる坐像

木造聖観音菩薩坐像を町指定重要文化財に

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

３
市
町
村
が
連
携
・
協
力
し
な
が

ら
圏
域
全
体
の
活
性
化
と
定
住
促

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

あ
い
づ
ふ
る
さ
と
基
金

の
廃
止 
―
―

　
「
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
基
金
」
は
、

会
津
地
方
17
市
町
村
と
福
島
県
が

出
資
し
造
成
し
た
基
金
で
、
こ
れ

ま
で
は
「
あ
い
づ
ふ
る
さ
と
市
町

村
圏
協
議
会
」
が
そ
の
運
用
益
を

会
津
地
方
の
活
性
化
に
向
け
て
活

用
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
に
お
け
る
金
利

の
低
下
や
助
成
団
体
数
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
有
効
な
基
金
事
業
が

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
30
年
３
月
を
も
っ
て
基

金
を
廃
止
し
、
４
月
に
は
協
議
会

を
解
散
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
出
資
金
は
基
金
廃

止
後
に
出
資
額
に
応
じ
て
返
還
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
本
町
が
重

可
決
さ
れ
た
議
案

◆ 

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
＝
人
事
院

規
則
の
改
正
に
伴
う
改
正

◆ 

町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
・
町
議

会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正
・
町
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
＝
人
事
院
勧
告
に
準
じ

た
給
与
等
の
改
定

◆ 

町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改

正
＝
関
係
法
令
の
名
称
変
更
や

一
部
改
正
に
伴
う
条
例
の
一
部

改
正

◆ 

本
町
財
産
区
財
産
の
管
理
及
び

処
分
に
関
す
る
条
例
等
の
廃
止

＝
本
町
財
産
区
の
廃
止
に
伴
う

関
係
条
例
の
廃
止

◆ 

平
成
29
年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
次
）
＝
旧
西
会
津

小
学
校
へ
の
役
場
機
能
の
移
転

に
向
け
た
駐
車
場
舗
装
工
事
や

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の

追
加
計
上
な
ど
各
種
事
業
費
を

調
整
し
、
１
億
２
，
７
４
３
万

円
を
増
額

◆ 

平
成
29
年
度
特
別
会
計
等
補
正

予
算

◆ 

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
事

業
菌
床
培
養
施
設
整
備
工
事
請

負
契
約
の
変
更
契
約
＝
外
壁
の

張
り
替
え
工
事
等
の
追
加
に
よ

り
８
１
８
万
２
，
０
８
０
円
を

増
額

◆ 

公
の
施
設
の
管
理
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
＝
西
会
津

町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
（
一

般
社
団
法
人
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
）、
西
会
津
国
際
芸
術

村（
一
般
社
団
法
人
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
）

◆ 

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
規
約
の
変
更
＝
「
あ
い
づ
ふ

る
さ
と
基
金
」
の
廃
止
に
伴
う

規
約
の
変
更

点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」
の
推
進
や
、
い
き
い
き

と
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
や
子
育

て
支
援
な
ど
、
町
の
未
来
に
向
け

た
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
独
自

の
基
金
を
造
成
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

米
の
全
量
全
袋
検
査 

―
―

　

今
年
で
６
年
目
を
迎
え
る
米
の

全
量
全
袋
検
査
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
は
９
月
18
日
か
ら
町
内
２
カ

所
の
検
査
場
で
実
施
し
て
お
り
、

11
月
13
日
現
在
、
約
８
万
袋
の
検

査
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ

ま
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
基
準
値

を
超
え
る
米
は
検
出
さ
れ
て
お
ら

ず
、
西
会
津
産
米
の
安
全
・
安
心

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
会
津
小
学
校

プ
ー
ル
整
備
事
業 

―
―

　

西
会
津
小
学
校
の
プ
ー
ル
整
備

は
、
建
設
場
所
や
形
態
に
つ
い
て

あ
ら
た
め
て
関
係
者
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
決
定
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
10
月
26
日

に
は
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
対
象

に
、
11
月
28
日
に
は
保
護
者
全
員

を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
等
を

現
在
策
定
中
の
実
施
設
計
に
反
映

し
て
い
く
予
定
で
す
。
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お知らせ
INFOMATION

INFOMATION
町からのお知らせ ニュース＆

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
＜問い合わせ先＞
　企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

◆
西
会
津
の
歴
史

　

歴
史
文
化
に
関
す
る
講
演
や
発

表
な
ど
を
ま
と
め
て
放
送
し
ま

す
。

※ 

毎
日
の
放
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

テ
レ
ビ
の
電
子
番
組
表
な
ど
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

☎
45
―
４
４
６
１

　

町
で
は
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

平
成
30
年
３
月
31
日
時
点
の
年

齢
が
40
歳
以
上
で
、
本
年
度
中
に

独
自
で
乳
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

人
（
前
年
度
・
今
年
度
と
も
に
町

の
乳
が
ん
施
設
検
診
を
受
診
し
て

い
な
い
人
、
ま
た
は
今
年
度
の
国

の
が
ん
検
診
推
進
事
業
﹇
乳
が

ん
﹈
に
該
当
す
る
が
、
ま
だ
町
の

乳
が
ん
施
設
検
診
を
受
診
し
て
い

な
い
人
）

◆
対
象
と
な
る
検
診

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
乳
房
Ｘ

線
撮
影
）
を
含
む
乳
が
ん
検
診

◆
助
成
金
額

　

対
象
の
検
診
費
用
の
う
ち
、
自

己
負
担
分
全
額

◆
申
請
方
法

　

対
象
者
に
送
付
済
み
の｢

乳
が

ん
検
診
受
診
助
成
事
業
補
助
金
交

付
申
請
（
請
求
）
書｣

に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

領
収
書
お
よ
び
明
細
書
（
受
診

日
・
検
診
費
用
・
実
施
医
療
機

関
が
確
認
で
き
る
も
の
）

◎ 

検
診
結
果
書
の
写
し
（
検
診
結

果
書
が
な
い
場
合
は
申
請
書
内

｢

健
診
結
果｣

欄
に
結
果
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
）

◆
助
成
対
象
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜
平
成
30

年
３
月
31
日
（
受
診
し
た
日
）

◆
申
請
締
切

　

平
成
30
年
４
月
７
日

〈
申
請
書
提
出･

問
い
合
わ
せ
先
〉

健
康
福
祉
課･

健
康
支
援
係

☎
45
―
４
５
３
２

◆ 

確
定
申
告
書
な
ど
へ
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
記
載
に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に

伴
い
、
税
務
署
等
に
提
出
す
る
申

告
書
や
法
定
調
書
な
ど
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
お
よ
び
法
人
番
号
の
記

載
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
し
た
申
告
書
な
ど

を
提
出
す
る
際
は
、
本
人
確
認
書

類
（
番
号
確
認
書
類
お
よ
び
身
元

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

１
月
の
放
送
案
内

喜多方地方広域市町村圏組合からのお知らせ

１月９日から新斎場（火葬場）が開場します

宝くじの社会貢献広報事業

コミュニティ助成事業で山車と太鼓を修繕

　昭和48年から稼働してきた斎場（火葬場）が老朽化したことから、喜多方地方広域市町村圏組合では平成28

年９月から新たな斎場の建設を進めてきました。

　このたび、新斎場の本体工事が完了し、本年１月９日（火）から新斎場での火葬業務を開始します。今後、旧

斎場の解体工事や新たな駐車場の整備に取り掛かり、12月までの完成を予定しています。

　駐車場が完成するまでは、駐車スペースの不足が予想されます。斎場を利用する皆さんにはご不便をお掛けし

ますが、ご理解とご協力をお願いします。

斎場の予約方法が変わります

　１月９日から（火）から「斎場予約システム」が稼働

します。このシステムの稼働に伴い、これまで行ってい

た町役場宿直室および喜多方市役所宿日直室での夜間の

空き状況の確認および予約受け付けは行いませんのでご

注意ください。また、葬祭業者を通して予約を行う場合

は、24時間いつでも予約可能です。

　野沢第２地区祭礼委員会では、本年度に一般財団法人

自治総合センターからコミュニティ助成を受け、野沢祭

礼の際に使用する山車と太鼓を修繕しました。

　この助成は、自治総合センターが地域社会の発展と住

民福祉の向上などを目的に「宝くじの社会貢献広報事

業」として行っています。

住 所 喜多方市岩月町宮津字上ノ山
７９２３番地４

電 話 番 号 ０２４１－２３－１６１８

敷 地 面 積 １３３９．１９平方㍍

延 床 面 積 １７０８．５３平方㍍

構造・規模 鉄筋コンクリート造　２階建て

工 事 期 間 平成28年９月～平成30年12月

主 な 設 備
人体炉３基（再燃焼炉付台車式寝
棺炉）、お別れ室・待合室（各３
室）、駐車場50台

斎場利用の予約申込先

予 約 方 法 葬祭業者を通し
て予約する場合

個人で予約する
場合

平日（日中） 予約システム 役場窓口

休日（日中） 予約システム 役場日直

夜　　　間 予約システム 予約できません

ぜひ
ご覧くだ

さい

乳
が
ん
検
診
の

受
診
費
用
を
助
成

し
て
い
ま
す

確
認
書
類
）
の
提
示
ま
た
は
写
し

の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※ 

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
す
る
場
合

は
不
要
。

◆ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納

税
シ
ス
テ
ム
）

　

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
れ
ば
、

税
務
署
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
確
定

申
告
書
な
ど
を
作
成
・
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
事
前
準

備
が
必
要
で
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

② 

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を

用
意

③ 

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

に
ア
ク
セ
ス
し
て
電
子
申
告
に

必
要
な
事
前
準
備
を
行
い
、
確

定
申
告
書
な
ど
を
作
成
・
提
出

※ 

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

喜
多
方
税
務
署
・
総
務
課

☎
０
２
４
１
―
24
―
５
０
５
０

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ･

作
成
コ
ー
ナ
ー

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

☎
０
５
７
０
―
01
―
５
９
０
１

喜
多
方
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ
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前
進
・
応
援
・
信
頼　

ふ
く
し
ま
駅
伝

健
闘
！
タ
イ
ム
縮
め
て
41
位

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
す
す
め

寒
い
冬
で
も
健
康
づ
く
り
を
楽
し
も
う

寒
い
冬
で
も
健
康
づ
く
り
を
楽
し
も
う

　

晩
秋
の
福
島
路
94
・
８
㌖
、
16
区
間
を
一
本
の
襷

た
す
き

で
つ
な
ぐ
市
町
村
対

抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」
が
11
月
19
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
チ
ー
ム
は
、
昨
年
よ
り
も
タ
イ
ム
を
２
分
９
秒
短
縮
！

順
位
を
４
つ
下
げ
た
も
の
の
、
大
健
闘
で
し
た
。

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
、「
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
と
と
も
に
、
目
標
を
持
っ
て
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
な
ど
の
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
併
せ
て
県
で
行
っ
て
い
る
「
ふ
く
し
ま
健
民
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
に
参

加
で
き
、
そ
の
特
典
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
緒
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

襷た
す
き

つ
な
い
だ
ラ
ン
ナ
ー

１
区

須
藤　

帆
南（
ザ
ベ
リ
オ
学
園
高
１
年
）

２
区

伊
藤
亜
久
里（
会
津
工
業
高
１
年
）

３
区

雅
楽
川
隼
人（
ア
ズ
ー
ル
）

４
区

齋
藤　

渓（
喜
多
方
高
２
年
）

５
区

伊
藤　

大
河（
西
会
津
中
２
年
）

６
区

斎
藤　

寛
之（
郡
山
自
衛
隊
）

７
区

長
谷
沼
大
秀（
西
会
津
中
３
年
）

８
区

三
留　

拓
真（
西
会
津
中
１
年
）

９
区

渡
部
優
理
奈（
西
会
津
中
３
年
）

10
区

佐
藤　

茂
哉（
武
蔵
野
学
院
大
１
年
）

11
区

荒
明
あ
り
さ（
西
会
津
中
３
年
）

12
区

山
口　

圭
太（
日
本
社
会
事
業
大
２
年
）

13
区

高
津　

雄
大（
西
会
津
中
３
年
）

14
区

五
十
嵐
俊
平（
喜
多
方
桐
桜
高
２
年
）

15
区

山
内　

奈
菜（
西
会
津
中
３
年
）

16
区

薄
上　

南
平（
パ
ー
ソ
ル
Ｒ
＆
Ｄ
）

﹇
敬
称
略
﹈

第
29
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
に
は
、

本
年
度
か
ら
正
式
参
加
と
な
る
町

村
混
成
チ
ー
ム
「
希
望
ふ
く
し

ま
」
を
含
め
、
県
内
59
市
町
村
か

ら
53
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

町
ふ
く
し
ま
駅
伝
実
行
委
員
会

で
は
、
昨
年
受
賞
し
た
敢
闘
賞
の

さ
ら
に
上
を
目
指
す
た
め
、
昨
年

コ
ー
チ
を
務
め
た
佐
藤
正
光
さ
ん

に
新
監
督
を
依
頼
し
、
新
た
な
体

制
で
本
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
ま
た
、
10
数
年
ぶ
り
に

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
新
調
し
、
チ
ー

ム
全
体
の
志
気
を
高
め
ま
し
た
。

町
チ
ー
ム
は
大
会
に
向
け
て
７

月
か
ら
週
３
回
、
さ
ゆ
り
公
園
で

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
10
月
に
は
さ
ゆ
り
公
園
で
合

宿
練
習
を
行
っ
た
ほ
か
、
本
番
前

の
試
走
は
複
数
回
行
う
な
ど
、
練

習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
雪
が
ち
ら
つ
く
寒

い
朝
で
し
た
が
、
１
区
の
須
藤
帆

南
選
手
は
強
豪
揃
い
の
女
子
の

エ
ー
ス
区
間
を
38
位
と
好
ス
タ
ー

ト
を
切
り
、
続
く
２
区
の
伊
藤
亜

久
里
選
手
も
順
位
を
落
と
す
こ
と

な
く
３
区
へ
と
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
続
く
４
区
の
齋
藤
渓

選
手
は
区
間
32
位
、
５
区
の
伊
藤

大
河
選
手
は
区
間
27
位
、
７
区
の

長
谷
沼
大
秀
選
手
は
区
間
30
位
の

力
走
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
長
区
間
の
10
区
で
は

７
年
連
続
出
場
の
不
動
の
エ
ー

ス
、
佐
藤
茂
哉
選
手
が
区
間
26
位

の
見
事
な
走
り
で
町
チ
ー
ム
を

引
っ
張
り
ま
し
た
。

　

大
会
開
始
直
前
、
体
調
不
良
に

よ
り
２
名
の
選
手
が
急
遽
交
代
と

な
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
が
、
結
果
と
し
て
は
、
昨
年
よ

り
タ
イ
ム
を
２
分
９
秒
も
縮
め
る

大
健
闘
！
昨
年
よ
り
順
位
を
４

つ
下
げ
た
も
の
の
、
一
人
一
人
の

力
が
十
分
に
発
揮
で
き
た
、
来
年

の
躍
進
へ
と
つ
な
が
る
大
会
に
な

り
ま
し
た
。

▲４区・齋藤渓選手

▲ 16 区・アンカーの薄上南平選手

▲ 10 区・佐藤茂哉選手 ▲５区・伊藤大河選手

「いきいきライフ」に関するお問い合わせは、町役場健康福祉課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

11
月
15
日
、
３
歳
児
３
人
を

対
象
に
健
康
診
査
を
行
っ
た
結

果
、
む
し
歯
の
な
い
子
は
３
人

で
し
た
。

五十嵐 未
み

來
らい

ちゃん

（９町内１）
長谷川 春

はる

子
こ

ちゃん

（縄沢）
福地 陽

ひな

太
た

くん

（高目）

す
ご
い
な
！

む
し
歯
の
な
い
子

参
加
す
る
に
は
？

「
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン

ト
手
帳
」
に
書
い
て
あ
る
日
々
の

健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
を
行
い
、

結
果
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
歩
く
」「
野
菜
を
食
べ
る
」「
健

（
検
）
診
を
受
診
す
る
」「
食
や
運

動
に
関
す
る
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
す
る
」
な
ど
、
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
こ
と
を
行
い
、
記

入
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が
貯

ま
っ
て
い
き
ま
す
。

「
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン

ト
手
帳
」は
町
役
場
健
康
福
祉
課
・

健
康
支
援
係
で
発
行
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と

ど
う
な
る
の
？

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
３
ヶ
月

参
加
し
て
３
０
０
ポ
イ
ン
ト
以
上

貯
め
る
と
、そ
の
ポ
イ
ン
ト
を「
健

康
に
関
す
る
グ
ッ
ズ
」
に
交
換
で

き
ま
す
。
ま
た
、
５
０
０
ポ
イ
ン

ト
以
上
貯
め
る
と
、
さ
ら
に
「
町

共
通
商
品
券
」
が
も
ら
え
ま
す
。

ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー
ド

「
ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー
ド
」
は
、

県
内
の
協
力
店
で
お
得
な
特
典
が

受
け
ら
れ
る
、
健
康
づ
く
り
を
応

援
す
る
カ
ー
ド
で
す
。
町
の
「
こ

ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
に
参
加
し
て
１
０
０
ポ
イ
ン

ト
以
上
貯
め
る
と
カ
ー
ド
が
も
ら

え
ま
す
。

　

ま
た
、「
ふ
く
し
ま
健
民
カ
ー

ド
」
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
「
ふ
く
し
ま

健
民
ア
プ
リ
」
を
利
用
す
る
こ
と

で
電
子
版
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
ほ

か
、
さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る

こ
と
で
カ
ー
ド
の
色
が
変
わ
っ
た

り
、
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
当
た
っ
た
り
し
ま
す
。

「こゆりちゃん健康ポイント手帳」

活  用  者  の  声

佐藤健一さん（橋立）

   　何事も健康の上に成

り立つものですから、

寝たきりにならないよ

う、平成 28 年度から「こ

ゆりちゃん健康ポイン

ト手帳」を始めました。

手帳を付けていると、自分の健康状態が目に

見えて分かり、努力が報われていることも分

かります。これからも継続したいですね。
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み　ん　な　の　ひ　ろ　ば

作 品 名　ＳＬ（エスエル）

作品紹介　自宅から歩いて３分ほどの場所で

撮ったＳＬです。日頃から「普段の生活の中

にある風景」を写真に残したいと思い撮影し

ています。

　今月は、フォトク

ラブどんぐり・山形

さんの作品です。

　剣道大会で団体３位に入

賞したときの盾。団体のメ

ンバーと力を合わせ、初め

て入賞したときにもらった

ものです。部屋に飾ってい

ます。

　先日は誘ってく

れてありがとう。

機会があればまた

遊びましょう！

趣味は？

　ゲーム

自分を一言で表現すると？

マイペース

これからやってみたいことは？

テーブルトークＲＰＧを

やってみたい

あなたのモットーは？

　何事もコツコツとやる

熱中していることは？

　プラモデル作り

最近感動したことは？

　家族と一緒に動物ものの

テレビを見て感動しました

次の方を紹介してください

　Ｔ・Ｉさん（呼賀）

山形  孝
こう

一
いち

さん

星  和
かず

樹
き

さん  ［９町内２］

大切なものは何ですか？
伊藤  司

つかさ

さん（12 月号）から

町民ギャラリー

町町民民ババトンタッチンタッチ

　ここでは、西会津中学校の生徒の皆さんに自

分が思い描く夢や目標を話してもらっていま

す。今月は３年・佐藤理央さんです。

私の夢――

　私は、将来医療に携わる人になりたいです。

以前、ＩＣＵ（集中治療室）を見学したときに、

重病の患者さんを目にしてとても衝撃を受けま

した。私にとって当たり前だと思っていた健康

は、とても幸せなものだと感じました。そのと

きに、病気やけがをした人たちを助けたい、寄

り添いたいと強く思いました。将来は、少しで

も人の役に立てる仕事に就きたいと考えていま

す。

努力していること――

　相手のことを考え、人と話すときはしっかり

と目を見るようにしています。また、勉強にも

積極的に取り組んでいます。

未来の自分に一言――

　充実した生活を送っていますか。大変なこと

もたくさんあると思いますが、あきらめずに責

任と思いやりを持ち、頑張ってください。

佐藤  理
り

央
お

さん   ［３学年委員長］

聞いて！わたしの夢
Dream Person

Gal lery

■まちの人口

12月１日現在        （前月比）

人　口　　　６，５７８人　　 （－　７人）

男 　　　３，１７４人　　 （－　７人）

女 　　　３，４０４人　　 （±　０人）

世　帯　　　２，６９８世帯　　 （＋　３世帯）

■お誕生おめでとう

赤　城　由
ゆ

　羽
はね

 ちゃん  　伸也・由李惠　松　尾

渡　部　佑
ゆう

　真
ま

 くん　　哲也・飛鳥　　さゆりが丘

大　石　宙
そら

　汰
た

 くん　　丈二・菜摘　　下野尻

■ご結婚おめでとう

石　川　将　人 １町内

一　登　成　美 楢木平

渡　部　龍之介 堀　越

伊　藤　彩　華 柳津町

二　瓶　諒　太 西　林

山　本　華　菜 猪苗代町

間　瀬　央　也 大舟沢

渡　部　佳菜子 萱　本

■お悔やみ申し上げます

野　口　テ　ル（93）　圭　一　 母 　５町内

小野崎　　　覺（65）　みゆき　 夫 　８町内

廣　木　トシノ（91）　正　和　 母 　下小島

伊　藤　悦　子（76）　善　文　 母 　泥浮山

石　本　雄　也（76）　　翼　　 父 　上野尻

福　地　ひさ子（98）　小柴 龍夫　 母 　漆　窪

猪　俣　貞　子（95）　常 三　 母 　道　目

折　笠　　　力（82）　 誠 父 　宮　野

戸籍の窓口 （11月受け付け分）
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　耶麻郡誌では慈善家として、喜多方の瓜
うり

生
う

岩
いわ

子
こ

とともに

井谷の上田佐十郎を紹介しています。佐十郎は奇
き

特
とく

篤
とっ

行
こう

の

人であり、深く神仏を尊敬し、天保４年（1833）から明治

26年（1893）までの60年間に施
せ

米
まい

１０１俵２斗６升・籾２

６３俵・金１２５両１分２朱を近隣の村々の人に与え、ま

た、道路の辻に掛けて施
ほどこ

した草
わら じ

鞋は１２，５００足に及んだ

といいます。これらの善行に対し、藩より７回賞され、明

治に入っても県などから５回賞を受けています。

　これだけの善行・施しがなぜできたのでしょうか。ま

た、それだけの財をどのようにして得たのでしょうか。佐

十郎は、新田開発や植林のほかに、炭焼き・紙漉
す

き・中
なか

追
おい

馬
うま

など、年中休みなく家族と共に働いたのでしょう。その

ためには、家族の和合なくしてはできません。佐十郎は、

家内や村中の人と睦まじく祖父・両親に孝を尽くしたとあ

ります。

　昔はとにかく歩くしかありません。柴崎や橋屋から井谷

を通り、風
かぜ

穴
あな

峠を越えて館
たてのはら

原代官所などへの往来や、明治

になり赤岩に小学校ができると、三河の子どもたちはここ

を歩いたのです。戊辰戦争のときも風穴峠付近で激戦に

なったといいます。佐十郎が施した１２，５００足の草鞋は

多くの人々の履物として使われたことでしょう。

　墓には太十郎と彫られています。これは、家督をゆずり

隠居したからだと思われます。

　　　　　　　　　　　　（出典：耶麻郡誌・新郷村誌）

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その９その９

慈善家  上
う え

田
だ

佐
さ じ ゅ う ろ う

十郎義
よ し

信
の ぶ

の物語
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文：長谷沼  清
せい

𠮷
きち

さん

↑↓上田佐十郎義信の墓

編   

集   

後   

記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
と
い
っ
て
も
、
皆
さ
ん

の
お
手
元
に
こ
の
広
報
紙
が
配
布

さ
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
ま
だ
年

末
の
こ
ろ
。
本
年
度
か
ら
、
お
正

月
の
団
ら
ん
の
中
で
広
報
紙
を
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
新
年
１
月

号
を
年
内
に
配
布
す
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

町
長
、
議
長
の
ご
あ
い
さ
つ
も

そ
う
な
の
で
す
が
、
年
男
・
年
女

の
皆
さ
ん
に
新
年
の
抱
負
を
伺
う

「
年
男
・
年
女
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

で
は
、
ま
だ
年
も
明
け
な
い
う
ち

か
ら
新
年
の
抱
負
を
考
え
て
も
ら

う
と
い
う
無
理
を
毎
年
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
自
分
が
頼
ま
れ
た

ら
、
き
っ
と
「
面
倒
だ
な
ぁ
」
と

思
う
に
違
い
な
い
の
で
す
が
、
そ

ん
な
お
願
い
に
も
快
く
応
じ
て
く

だ
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
広
報
紙
は
、

本
当
に
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
成
り

立
っ
て
い
る
の
だ
な
と
あ
ら
た
め

て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

新
年
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
素

敵
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

謹
賀
新
年　

長
谷
川
祐
一

井谷井谷

八重窪八重窪

上田佐十郎の墓上田佐十郎の墓
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